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〔
判
示
事
項
〕

一

債
務
の
返
済
に
苦
慮
し
て
両
親
と
と
も
に
一
家
心
中
を
遂
げ
た

長
男
が
被
控
訴
人
ら
と
の
間
で
締
結
し
て
い
た
生
命
保
険
契
約
に
関

し
、
右
心
中
に
先
立
ち
、
本
件
保
険
金
受
取
人
に
指
定
さ
れ
て
い
る

父
親
が
作
成
し
、
控
訴
人
宛
て
に
本
件
心
中
の
翌
日
に
届
け
ら
れ
た
、

本
件
保
険
金
に
よ
り
長
男
の
残
し
た
債
務
の
整
理
方
を
お
願
い
す
る

旨
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
本
件
手
紙
の
趣
旨
は
、
本
件
保
険
金
受
取
人

を
父
親
か
ら
控
訴
人
に
変
更
す
る
旨
の
長
男
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ

た
と
解
す
る
方
が
よ
り
合
理
性
が
あ
る
。

二

長
男
と
そ
の
両
親
は
本
件
心
中
の
企
図
を
周
囲
に
覚
ら
れ
な
い

よ
う
に
隠
密
に
行
動
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
保
険
金
受
取
人
変
更
の

通
知
を
し
な
け
れ
ば
被
控
訴
人
ら
に
対
抗
で
き
な
い
な
ど
と
い
う
こ

と
を
認
識
し
理
解
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
同
人
ら
が
本
件
心

中
を
決
意
し
敢
行
す
る
ま
で
の
間
に
、
通
知
を
す
る
こ
と
を
求
め
る

な
ど
と
い
う
こ
と
は
期
待
可
能
性
が
な
い
こ
と
を
強
い
る
も
の
で
あ

り
、
被
控
訴
人
ら
が
通
知
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
本
件
保
険
金
の
支

福
岡
高
裁
平
成
一
八
年
一
二
月
二
一
日
判
決

平
成
一
七
年（
ネ
）第
一
〇
四
〇
号

判
時
一
九
六
四
号
一
四
八
頁
、
判
タ
一
二
三
五
号
二
九
六
頁

（
原
判
決
一
部
変
更
、
一
部
取
消
）（
上
告
）

（

）

判
例
研
究

生
命
保
険
の
契
約
者
が
両
親
と
と
も
に
一
家
心
中
し
た
場
合
に
保

険
金
受
取
人
の
変
更
の
意
思
表
示
は
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
通
知
は

保
険
会
社
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
変
更
の
効
力

は
生
じ
新
保
険
金
受
取
人
は
保
険
会
社
に
死
亡
保
険
金
を
請
求
し

得
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
事
例

〔
商
法
四
八
九
〕



払
い
を
拒
ま
な
け
れ
ば
、
二
重
払
い
の
危
険
性
を
生
じ
る
な
ど
と
い

う
弊
害
は
実
際
に
は
お
よ
そ
想
定
し
難
い
の
で
、
本
件
保
険
金
受
取

人
変
更
に
つ
い
て
、
長
男
か
ら
そ
の
旨
の
通
知
が
な
い
以
上
、
控
訴

人
に
こ
れ
を
支
払
う
こ
と
は
で
き
な
い
旨
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。

〔
参
照
条
文
〕

商
法
六
七
七
条
一
項

〔
事
実
の
概
要
〕

A
は
、
Y1
生
命
保
険
相
互
会
社
（
被
告
、
被
控
訴
人
〔
以
下
、
Y1

社
と
い
う
〕）
と
の
間
で
、
次
の
内
容
の
生
命
保
険
契
約
（
以
下
本

件
契
約
１
と
い
う
）
を
締
結
し
た
。

契
約
日
　
平
成
九
年
三
月
一
日

保
険
契
約
者
　
A

被
保
険
者
　
A

死
亡
保
険
金
受
取
人
　
B
男

保
険
種
類
　
五
年
ご
と
利
差
配
当
付
・
定
期
保
険
契
約

（
マ
マ
）

特
約
付

普
通
終
身
保
険

死
亡
保
険
金
額
　
二
〇
〇
〇
万
円
（
災
害
以
外
の
と
き
）

保
険
証
券
記
号
番
号

《
略
》

そ
の
後
、
A
は
、
Y2
生
命
保
険
相
互
会
社
（
被
告
、
被
控
訴
人

〔
以
下
、
Y2
社
と
い
う
〕）
と
の
間
で
も
、
次
の
内
容
の
生
命
保
険
契

約
を
締
結
し
た
（
以
下
本
件
契
約
２
と
い
う
）。

契
約
日
　
平
成
一
四
年
四
月
一
日

保
険
契
約
者
　
A

被
保
険
者
　
A

死
亡
保
険
金
受
取
人
　
B
男

保
険
種
類
　
五
年
ご
と
利
差
配
当
付
生
存
給
付
金
付
定
期
保
険

死
亡
保
険
金
額
　
三
〇
〇
万
円

特
約
保
険
金
額
　
七
〇
〇
万
円

A
は
乙
山
B
男
と
C
子
の
夫
婦
（
以
下
B
夫
婦
と
い
う
）
の
唯
一

の
子
で
あ
り
長
男
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
A
は
勤
務
先
の
会
社
の
金
（
約
六
五
〇
万
円
）
を
使

い
込
み
、
同
社
を
解
雇
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
A
は
ま
た
サ
ラ
金
各
社

に
対
し
合
計
三
五
〇
万
円
に
の
ぼ
る
債
務
も
抱
え
て
い
た
が
、
無
職

無
収
入
と
な
っ
て
右
使
い
込
み
金
や
サ
ラ
金
へ
の
債
務
の
返
済
の
当

て
も
な
く
な
り
、
親
に
も
相
談
で
き
ず
に
悩
ん
だ
末
、
自
殺
を
図
っ

た
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
。
B
夫
婦
は
、
一
睡
も
せ
ず
に
A
の
行
方
を

捜
し
回
り
、
漸
く
二
日
後
に
A
の
友
人
に
よ
っ
て
発
見
し
て
も
ら
っ

た
。
そ
こ
で
、
B
夫
婦
は
初
め
て
A
の
置
か
れ
た
状
況
を
知
ら
さ
れ

た
。
B
夫
婦
に
も
こ
れ
と
い
っ
た
資
産
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま

た
B
男
自
身
も
病
気
が
ち
で
あ
る
た
め
、
到
底
A
の
一
〇
〇
〇
万
円

以
上
に
も
の
ぼ
る
借
財
等
を
返
済
す
る
力
は
な
い
の
で
、
親
子
と
も

ど
も
将
来
を
悲
観
し
、
生
き
る
気
力
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
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し
て
、
三
人
で
話
し
合
っ
た
結
果
、
い
っ
そ
三
人
で
心
中
し
て
楽
に

な
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
A
及
び
B
夫
婦
は
、
平
成
一
六
年

九
月
一
〇
日
早
朝
、
O
市
の
M
港
岸
壁
か
ら
、
B
男
運
転
の
自
動
車

も
ろ
と
も
海
に
飛
び
込
ん
で
、
一
家
心
中
（
以
下
「
本
件
心
中
」
と

い
う
）
を
図
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
C
子
は
同
日
午
前
四
時
五
〇
分

こ
ろ
上
記
港
で
死
亡
し
、
A
は
同
日
午
前
六
時
三
三
分
、
同
市
の
O

市
立
総
合
病
院
に
お
い
て
、
溺
水
に
よ
り
死
亡
し
た
。
B
男
は
A
の

死
亡
後
で
あ
る
同
日
午
前
六
時
五
六
分
に
、
同
市
内
の
S
病
院
で
、

や
は
り
溺
水
に
よ
り
死
亡
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
C
子
の
実
妹
で
あ
る
X
（
原
告
、
控
訴
人
。
た
だ
し
、

X
と
C
子
と
の
間
に
は
戸
籍
上
の
身
分
関
係
が
な
い
）
は
、
同
月
一

一
日
に
、
同
月
一
〇
日
消
印
の
あ
る
、
裏
面
に
差
出
人
と
し
て
「
B

男
」
と
書
か
れ
た
「
X
」
宛
の
封
筒
に
封
入
さ
れ
た
同
年
八
月
二
四

日
付
け
の
手
紙
（
以
下
本
件
手
紙
と
い
う
）
を
受
領
し
た
。
す
な
わ

ち
、
本
件
契
約
１
お
よ
び
本
件
契
約
２
（
以
下
一
括
し
て
本
件
契
約

と
い
う
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
死
亡
保
険
金
（
以
下
一
括
し
て
本
件
保
険

金
と
い
う
）
の
保
険
金
受
取
人
に
指
定
さ
れ
て
い
た
B
男
か
ら
、
本

件
保
険
金
に
よ
り
A
の
残
し
た
債
務
の
整
理
等
を
し
て
も
ら
い
た
い

旨
の
X
宛
の
本
件
手
紙
が
B
男
ら
の
死
亡
し
た
翌
日
に
届
い
た
。
そ

こ
で
、
X
は
、
A
が
一
家
心
中
に
先
立
ち
、
Y1
社
お
よ
び
Y2
社
（
以

下
Y1
社
ら
と
い
う
）
と
の
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
死
亡
保
険
金
受

取
人
を
B
男
か
ら
X
に
変
更
し
て
い
た
と
主
張
し
、
Y1
社
ら
に
対
し
、

生
命
保
険
契
約
に
基
づ
き
本
件
保
険
金
を
請
求
し
た
。

原
審
（
福
岡
地
判
平
成
一
七
年
九
月
二
八
日
判
時
一
九
六
四
号
一

五
三
頁
）
は
、「
本
件
手
紙
に
お
い
て
は
、
X
に
保
険
金
を
帰
属
さ

せ
る
旨
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
保
険
金
の
使

途
を
指
定
し
て
そ
の
実
行
を
X
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
残
金
は
乙

山
家
の
祭
祀
に
充
て
る
こ
と
を
欲
す
る
旨
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
て

い
る
と
い
う
べ
き
で
」「
本
件
手
紙
に
お
い
て
、
保
険
金
受
取
人
を

B
男
か
ら
X
に
変
更
す
る
旨
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。」
と
述
べ
て
、
X
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

控
訴
審
に
お
い
て
は
、
X
は
従
前
の
主
張
に
加
え
て
、
B
男
が
保

険
金
請
求
権
を
X
に
死
因
贈
与
し
た
旨
の
主
張
を
追
加
し
た
。
本
件

手
紙
の
解
釈
に
つ
い
て
、
本
件
手
紙
を
も
っ
て
、
A
が
、
本
件
保
険

金
の
受
取
人
を
B
男
か
ら
X
に
変
更
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
し
た
と

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
B
男
が
、
本
件
保
険
金
請
求
権
を
X
に

譲
渡
（
死
因
贈
与
）
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
し
た
と
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
か
（
第
一
の
争
点
）、
保
険
金
受
取
人
の
変
更
に
つ
い
て
の

対
抗
要
件
の
要
否
（
第
二
の
争
点
）
が
争
わ
れ
た
。
な
お
、
Y1
社
は

上
告
し
た
が
、
不
受
理
が
決
定
さ
れ
た
（
最
三
小
判
平
成
一
九
年
六

月
一
二
日
平
成
一
九
年
（
オ
）
第
四
九
五
号
、
平
成
一
九
年
（
受
）

第
五
六
四
号
上
告
不
受
理
）。
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〔
判
　
旨
〕

原
判
決
一
部
変
更
、
一
部
取
消

第
一
の
争
点

本
件
保
険
金
の
受
取
人
で
あ
る
B
男
が
本
件
保
険
金
請
求
権
を
取

得
し
た
上
で
、
こ
れ
を
X
に
譲
渡
（
死
因
贈
与
）
す
る
と
い
う
か
ら

に
は
、
B
男
が
被
保
険
者
で
あ
る
A
よ
り
も
先
に
死
亡
し
て
し
ま
っ

た
の
で
は
前
提
が
成
り
立
た
な
い
が
、
本
件
心
中
の
方
法
が
一
家
心

中
で
あ
る
以
上
、
B
男
が
A
よ
り
も
先
に
死
亡
し
な
い
と
い
う
保
証

は
な
い
か
ら
、
本
件
手
紙
か
ら
譲
渡
（
死
因
贈
与
）
す
る
意
思
表
示

を
認
め
る
の
は
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
り
、
保
険
金
受
取
人
変
更
の
意

思
表
示
と
解
す
る
方
が
よ
り
合
理
性
が
あ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ

る
。第

二
の
争
点

「
a

Y1
社
ら
は
、
保
険
金
受
取
人
の
変
更
に
つ
き
、
保
険
契
約

者
で
あ
る
A
（
又
は
そ
の
相
続
人
）
が
保
険
者
で
あ
る
Y1
社
ら
に
通

知
す
る
ま
で
、
X
を
保
険
金
受
取
人
と
認
め
な
い
旨
主
張
す
る
。

確
か
に
、
商
法
六
七
七
条
一
項
は
、
保
険
契
約
者
が
保
険
金
受
取

人
を
変
更
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
保
険
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
、
こ

れ
を
も
っ
て
保
険
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
規
定
し
、
さ

ら
に
、
本
契
約
１
及
び
２
の
各
約
款
に
お
い
て
は
、『（
保
険
金
受
取

人
の
）
変
更
は
、
保
険
証
券
に
表
示
を
受
け
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
、

会
社
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。』（
…
…
）、『（
保
険
金
受

取
人
を
）
変
更
し
た
と
き
は
、
保
険
契
約
者
は
そ
の
旨
を
会
社
に
通

知
し
て
保
険
証
券
に
裏
書
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
ま
す
。』（
…
…
）

と
規
定
さ
れ
、
保
険
者
に
対
す
る
対
抗
要
件
が
加
重
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。

s

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
は
、
上
記
１
に
お
い
て
指
摘
し
た

と
お
り
の
特
殊
異
例
な
部
類
に
属
す
る
事
案
で
あ
っ
て
、
本
件
手
紙

に
『
私
達
が
こ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
の
を
皆
さ
ん
に
き
ず
か
れ
な

い
よ
う
に
す
る
の
に
精
一
杯
で
す
』
と
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
し
て
も
、
A
及
び
B
夫
婦
に
お
い
て
、
本
件
心
中
の
結
論
に
達

し
た
後
は
（
そ
の
よ
う
な
結
論
に
到
達
し
た
の
は
、
本
件
手
紙
の
文

面
か
ら
し
て
、
平
成
一
六
年
八
月
二
四
日
の
直
前
で
あ
る
も
の
と
認

め
ら
れ
る
。）、
そ
の
企
図
を
周
囲
に
覚
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
ひ
た
す

ら
隠
密
に
行
動
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し

か
も
、
同
人
ら
が
、
上
記
通
知
を
し
な
け
れ
ば
保
険
金
受
取
人
の
変

更
を
Y1
社
ら
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
理
解
し
て
い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
（
…
…
）。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
A
及
び
B
夫
婦
が
本
件
心
中
を
決
意
し
て
か
ら

こ
れ
を
敢
行
す
る
ま
で
の
間
に
、
Y1
社
ら
に
対
し
て
上
記
の
よ
う
な

通
知
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
お
よ
そ
期
待
可

能
性
が
な
い
こ
と
を
強
い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
本

法学研究 81 巻 7号（2008： 7）

146



件
の
場
合
に
お
い
て
は
、
理
論
上
は
と
も
か
く
と
し
て
、
Y1
社
ら
が

上
記
通
知
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
本
件
保
険
金
の
支
払
い
を
拒
ま
な

け
れ
ば
、
二
重
払
い
の
危
険
性
を
生
じ
る
な
ど
と
い
う
弊
害
は
実
際

に
は
お
よ
そ
想
定
し
難
い
の
で
あ
る
（
…
…
）。

d

そ
う
す
る
と
、
本
件
保
険
金
の
受
取
人
の
変
更
に
つ
い
て
、

A
か
ら
の
そ
の
旨
の
通
知
が
な
い
以
上
、
X
に
こ
れ
を
支
払
う
こ
と

は
で
き
な
い
旨
の
Y1
社
ら
の
上
記
主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。」

〔
研
　
究
〕

１
　
本
判
決
の
意
義

本
判
決
の
意
義
は
、
保
険
契
約
者
兼
被
保
険
者
と
保
険
金
受
取
人

が
家
族
共
同
体
に
属
し
そ
れ
ら
の
者
が
一
度
に
死
を
選
ぶ
一
家
心
中

と
い
う
特
殊
異
例
な
事
案
に
お
い
て
、
保
険
金
受
取
人
変
更
を
通
知

す
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
と
い
う
新
し
い
判
断
を
示
し
た
点
に
あ
る
。

本
件
判
決
の
特
異
な
と
こ
ろ
は
、
保
険
契
約
者
が
保
険
金
受
取
人

変
更
の
意
思
を
明
確
に
表
示
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
本
件
心
中
が
敢

行
さ
れ
る
前
に
、
保
険
契
約
者
か
ら
保
険
金
受
取
人
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
父
親
が
作
成
し
た
本
件
手
紙
か
ら
、
本
件
心
中
に
よ
り
死

に
至
っ
た
親
子
三
人
の
総
意
を
強
調
し
て
、
保
険
金
受
取
人
が
変
更

さ
れ
た
こ
と
を
認
め
た
点
と
、
保
険
契
約
者
か
ら
保
険
金
受
取
人
の

変
更
の
通
知
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
保
険
者
が
通
知
が
な
い
以

上
新
保
険
金
受
取
人
に
保
険
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

主
張
を
退
け
た
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
本
件
判
決
は
保
険
金
請
求

者
を
保
護
す
る
い
わ
ゆ
る
救
済
判
決
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
本
判
決
は
保
険
契
約
法
理
に
照
ら
す
と
、
複
数
の

問
題
点
を
抱
え
る
判
決
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

本
判
決
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、

X
は
保
険
金
を
Y1
社
ら
に
請
求
し
得
る
か
、
す
な
わ
ち
、
本
件
心
中

は
保
険
者
免
責
事
由
に
該
当
し
な
い
か
、
第
二
に
、
本
件
手
紙
か
ら

保
険
契
約
者
A
の
保
険
金
受
取
人
変
更
の
意
思
表
示
を
認
め
た
点
に

合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
か
、
第
三
に
、
新
保
険
金
受
取
人
X
は
対
抗

要
件
で
あ
る
A
に
よ
る
通
知
が
な
さ
れ
て
い
な
く
て
も
保
険
金
を
Y1

社
ら
に
請
求
し
得
る
か
、
の
三
点
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
な
お
、

第
一
と
第
二
と
は
、
本
件
手
紙
か
ら
認
め
ら
れ
る
A
の
法
律
行
為
の

解
釈
の
結
果
と
密
接
に
関
連
す
る
。
す
な
わ
ち
、
保
険
金
受
取
人
変

更
の
意
思
表
示
が
認
め
ら
れ
る
か
、
譲
渡
（
死
因
贈
与
）
の
意
思
表

示
が
認
め
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
遺
言
に
よ
る
保
険
金
受
取
人
の

意
思
表
示
が
認
め
ら
れ
る
か
、
そ
の
結
論
に
よ
っ
て
、
保
険
者
免
責

事
由
が
異
な
る
の
で
、
併
せ
て
検
討
す
る
。
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２
　
本
件
手
紙
の
解
釈
と
保
険
者
免
責
事
由
の
有
無

２
―
a

生
命
保
険
契
約
で
あ
る
本
件
契
約
は
有
効
に
成
立
し
て
い

る
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
契
約
に
よ
り
保
険
金
受
取
人

で
あ
る
B
男
は
抽
象
的
な
保
険
金
請
求
権
を
取
得
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
、
本
件
契
約
の
保
険
事
故
の
一
つ
は
被
保
険
者
の
死
亡
で
あ
る
。

本
件
に
お
い
て
は
、
B
男
運
転
の
自
動
車
も
ろ
と
も
A
お
よ
び
B
夫

婦
が
港
の
岸
壁
か
ら
海
に
飛
び
込
む
と
い
う
本
件
心
中
に
よ
り
、
被

保
険
者
A
は
溺
水
を
原
因
と
し
て
死
亡
す
る
に
至
っ
た
。
本
件
手
紙

か
ら
B
男
の
保
険
金
請
求
権
を
X
に
譲
渡
（
死
因
贈
与
）
す
る
意
思

表
示
が
認
め
ら
れ
る
か
、
そ
う
で
は
な
く
、
A
の
保
険
金
受
取
人
変

更
の
意
思
表
示
が
認
め
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
遺
言
に
よ
る
保
険

金
受
取
人
変
更
の
意
思
表
示
が
認
め
ら
れ
る
か
に
よ
り
、
検
討
す
べ

き
Y1
社
ら
の
免
責
事
由
が
異
な
っ
て
く
る
。
譲
渡
（
死
因
贈
与
）
な

ら
ば
、
B
男
が
A
を
故
意
に
よ
り
死
亡
さ
せ
（
故
殺
し
）
た
の
で
は

な
い
か
（
商
法
六
八
〇
条
一
項
二
号
）
が
、
保
険
金
受
取
人
変
更
で

あ
れ
ば
、
A
は
自
殺
に
よ
り
死
亡
し
た
の
で
は
な
い
か
（
商
法
六
八

〇
条
一
項
一
号
）
が
問
題
に
な
る
。

本
件
手
紙
に
関
す
る
情
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
平
成
一
六
年

八
月
二
四
日
付
け
の
本
件
手
紙
は
X
宛
て
の
封
筒
に
封
入
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
文
面
と
本
件
封
筒
の
裏
面
に
は
差
出
人
と
し
て
A
の
署
名

は
な
く
B
男
の
氏
名
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
本
件
手
紙
に
も
、

「
私
（
B
男
―
筆
者
注
）
が
二
人
を
連
れ
て
逝
き
ま
す
」
と
記
載
さ

れ
て
い
て
、
本
件
心
中
に
B
男
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
十
分
に
推
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
件
封
筒
の
消

印
は
平
成
一
六
年
九
月
一
〇
日
で
あ
り
、
同
月
一
一
日
に
X
は
そ
れ

を
受
領
し
た
。
し
か
し
本
件
手
紙
の
末
尾
に
は
、
B
夫
婦
お
よ
び
A

の
名
の
三
名
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
本
件
手
紙
に
は
、
A
の
命

の
代
償
に
得
ら
れ
る
本
件
保
険
金
を
も
っ
て
、
A
の
不
始
末
の
清
算

（
勤
務
先
へ
の
使
い
込
み
金
の
支
払
い
、
サ
ラ
金
の
返
済
）
を
す
る

と
と
も
に
、
B
夫
婦
の
Ｄ
夫
（
X
の
夫
）
に
対
す
る
債
務
の
残
金
一

七
〇
万
円
を
支
払
い
、
残
余
の
う
ち
か
ら
B
夫
婦
お
よ
び
A
の
永
代

供
養
料
を
支
払
っ
て
も
ら
い
た
い
旨
の
X
へ
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
ま
た
、
本
件
契
約
の
保
険
証
券
（
二
通
）
に
関
し
て
は
、
B
男

方
自
宅
の
ち
ゃ
ぶ
台
の
上
に
本
件
契
約
の
保
険
証
券
（
二
通
）
が
お

か
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
事
実
に
照
ら
し
て
、
本
件
手
紙
が
遺
言
と
認
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
か
。
本
件
訴
訟
当
事
者
は
本
件
手
紙
が
遺
言
で
あ
る
旨

主
張
し
て
い
な
い
。
遺
言
の
普
通
方
式
と
し
て
は
、
自
筆
証
書
遺
言
、

公
正
証
書
遺
言
お
よ
び
秘
密
証
書
遺
言
が
あ
る
（
民
法
九
六
七
条
）

が
、
本
件
手
紙
は
自
筆
証
書
遺
言
（
民
法
九
六
八
条
一
項
）
と
捉
え

て
も
そ
れ
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
本
件
手

紙
は
B
男
主
体
の
文
面
で
あ
る
の
に
、
そ
の
末
尾
に
は
親
子
三
名
の
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名
が
記
載
さ
れ
て
は
い
る
が
、
押
印
な
ど
の
厳
格
な
様
式
を
踏
ま
え

て
い
る
と
い
う
事
実
が
判
決
文
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

か
り
に
遺
言
と
認
定
さ
れ
て
も
、
遺
言
の
主
体
は
保
険
金
受
取
人
の

B
男
で
あ
っ
て
保
険
契
約
者
A
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
本
件
手
紙
か

ら
保
険
金
受
取
人
変
更
の
意
思
表
示
は
認
め
ら
れ
ず
、
B
男
が
取
得

し
て
い
る
保
険
金
請
求
権
の
譲
渡
（
死
因
贈
与
（
１
）

）
の
意
思
表
示
が
認

め
ら
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
死
因
贈
与
契
約
は
死
亡
を
条
件
と
す

る
贈
与
契
約
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
有
効
に
成
立
す
る
た
め
に
は
贈

与
者
B
男
と
受
贈
者
X
の
承
諾
の
意
思
表
示
が
必
要
で
あ
る
。
X
の

主
張
に
よ
れ
ば
、
本
件
手
紙
に
よ
っ
て
B
男
の
本
件
保
険
金
請
求
権

の
死
因
贈
与
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
A
が
同
月
一
〇
日
午

前
六
時
三
三
分
死
亡
し
B
男
の
保
険
金
請
求
権
が
具
体
化
し
て
、
X

が
本
件
手
紙
を
平
成
一
六
年
九
月
一
一
日
に
受
け
取
り
上
記
贈
与
を

承
諾
し
た
と
い
う
。

た
し
か
に
本
件
手
紙
の
作
成
者
お
よ
び
本
件
封
筒
の
差
出
人
は
B

男
で
あ
る
か
ら
、
B
男
の
自
ら
が
取
得
し
て
い
る
保
険
金
請
求
権
を

譲
渡
す
る
意
思
表
示
を
認
め
る
の
が
素
直
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本

判
決
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
こ
の
よ
う
な
認
定
を
す
る
た
め
に
は
、

B
男
が
A
よ
り
も
先
に
死
亡
し
な
い
と
い
う
点
が
保
証
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
本
件
心
中
で
は
そ
の
よ
う
な
保
証
は
ま
っ
た
く
な

い
。
こ
の
点
で
、
本
判
決
の
い
う
「
保
険
金
受
取
人
変
更
の
意
思
表

示
と
解
す
る
方
が
よ
り
合
理
性
が
あ
る
」
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、

本
件
で
は
B
男
に
よ
る
保
険
金
請
求
権
譲
渡
の
意
思
表
示
を
認
め
る

こ
と
は
合
理
的
で
は
な
い
。

そ
う
で
は
あ
る
が
、
か
り
に
「
遺
言
の
場
を
借
り
た
」
保
険
金
受

取
人
変
更
を
認
め
る
立
場
に
た
っ
た
（
２
）

と
し
て
も
、
本
件
手
紙
か
ら
A

の
保
険
金
受
取
人
変
更
の
意
思
表
示
を
認
め
る
こ
と
に
対
し
て
は
な

お
疑
義
が
あ
る
。
そ
の
末
尾
に
親
子
三
人
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る

本
件
手
紙
に
は
、
A
の
命
の
代
償
に
得
ら
れ
る
本
件
保
険
金
を
も
っ

て
、
A
の
不
始
末
の
清
算
な
ど
に
つ
い
て
X
に
依
頼
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
本
件
手
紙
の
作
成
者
と
本
件
封
筒
の
差
出
人
は
B
男
で
あ
っ

て
、
A
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
本
件
契
約
の
保
険
証
券
（
二

通
）
が
B
男
方
自
宅
の
ち
ゃ
ぶ
台
の
上
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
本
判

決
が
さ
ら
に
わ
ざ
わ
ざ
親
子
三
人
の
「
総
意
」
を
強
調
し
そ
れ
を
踏

ま
え
て
本
件
手
紙
を
一
家
の
長
で
あ
る
B
男
が
し
た
た
め
た
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
（
３
）

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
A
が
保
険

金
受
取
人
変
更
の
意
思
表
示
を
な
し
た
か
に
つ
い
て
は
相
当
疑
わ
し

い
か
ら
で
あ
る
。
原
判
決
が
判
示
し
た
よ
う
に
、「
本
件
手
紙
に
お

い
て
、
保
険
金
受
取
人
を
B
男
か
ら
X
に
変
更
す
る
旨
の
意
思
表
示

が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
す
る
の
が
素
直
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
手
紙
か
ら
窺
え
る
の
は
、
B
男
が
、
単
に
保

険
金
の
使
途
を
指
定
し
て
そ
の
実
行
を
X
に
委
託
し
、
残
余
金
は
乙
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山
家
の
祭
祀
に
充
て
る
こ
と
を
希
望
と
し
て
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
―
s

平
成
一
六
年
九
月
一
〇
日
午
前
六
時
三
三
分
に
被
保
険
者

A
が
溺
死
し
た
の
で
、
保
険
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
結
果
Y1
社
ら
は

保
険
金
を
支
払
う
べ
き
義
務
を
負
う
よ
う
に
思
え
る
が
、
保
険
金
受

取
人
で
あ
る
B
男
（
４
）

は
運
転
す
る
自
動
車
も
ろ
と
も
A
と
海
に
飛
び
込

ん
だ
の
だ
か
ら
、
B
男
は
保
険
契
約
者
兼
被
保
険
者
A
を
故
意
に
死

亡
さ
せ
（
故
殺
し
）
た
こ
と
に
よ
り
保
険
者
Y1
社
ら
は
免
責
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
（
商
法
六
八
〇
条
一
項
二
号
（
５
）

）
が
問
題
と
な
る
。

本
件
と
類
似
の
心
中
（
た
だ
し
、
子
は
含
ま
れ
ず
夫
婦
だ
け
の
無

理
心
中
で
あ
る
）
事
件
と
し
て
、
最
小
三
判
昭
和
四
二
年
一
月
三
一

日
民
集
二
一
巻
一
号
七
七
頁
の
事
案
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
保
険
金

受
取
人
で
あ
る
夫
が
被
保
険
者
で
あ
る
妻
を
殺
害
後
、
引
き
続
き
自

分
自
身
も
自
殺
し
残
さ
れ
た
子
が
保
険
金
請
求
を
行
っ
た
。
こ
の
事

案
で
は
、
夫
（
保
険
金
受
取
人
）
に
よ
る
妻
（
被
保
険
者
）
の
殺
害

は
妻
の
嘱
託
に
基
づ
く
か
自
殺
の
幇
助
で
あ
る
と
見
得
る
（
６
）

が
、
こ
の

昭
和
四
二
年
最
高
裁
判
決
は
、
保
険
金
受
取
人
に
よ
る
故
殺
（
商
法

六
八
〇
条
一
項
二
号
）
を
問
題
と
し
保
険
者
免
責
の
判
断
を
下
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
本
件
判
決
は
、「
本
件
心
中
は
あ
く
ま
で
親
子
三
人

の
総
意
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
…
…
本
件
心
中
に
お
い
て
B

男
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
同
人
が
A

を
故
意
に
死
亡
さ
せ
た
と
い
う
の
は
当
た
ら
な
い
。」
と
述
べ
る
。

本
件
で
は
、
三
人
で
話
し
合
っ
た
結
果
、
い
っ
そ
三
人
で
心
中
し
て

楽
に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
A
及
び
B
夫
婦
は
B
男
運
転
の

自
動
車
も
ろ
と
も
海
に
飛
び
込
ん
で
一
家
心
中
を
敢
行
し
た
と
い
う

点
で
、
B
男
が
、
A
と
C
子
の
自
殺
の
幇
助
を
行
っ
た
か
、
少
な
く

と
も
嘱
託
殺
人
を
行
っ
た
と
捉
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
上
記
昭
和
四

二
年
最
高
裁
判
決
と
本
判
決
と
の
間
に
、
も
し
事
実
に
対
す
る
捉
え

方
の
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
上
記
昭
和
四
二
年
最
高
裁

判
決
の
事
案
は
、
夫
が
ま
ず
妻
を
殺
害
す
る
と
い
う
行
為
を
行
い
そ

の
後
自
殺
と
い
う
自
己
自
身
の
行
為
が
あ
る
、
つ
ま
り
行
為
が
二
つ

認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
本
件
心
中
で
は
、
一
家
三
名
が
心
中
す
る

意
思
の
下
に
一
つ
の
自
動
車
に
乗
り
B
男
の
運
転
に
よ
り
海
に
飛
び

込
む
と
い
う
一
つ
の
行
為
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
点
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
本
判
決
も
本
件
手
紙
の
文
面
お
よ
び
自
動
車
に
乗

る
際
の
一
家
三
名
の
心
中
の
明
確
な
意
思
お
よ
び
一
つ
の
自
動
車
に

乗
り
海
に
飛
び
込
む
と
い
う
B
男
の
一
つ
の
行
為
に
着
目
し
、
本
件

心
中
に
つ
い
て
一
家
の
「
総
意
」
を
強
調
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

し
か
し
一
家
の
「
総
意
」
を
強
調
し
本
件
心
中
は
一
家
三
名
が
心

中
す
る
意
思
の
下
に
一
つ
の
自
動
車
に
乗
り
B
男
の
運
転
に
よ
り
海

に
飛
び
込
む
と
い
う
行
為
を
一
つ
の
も
の
と
し
て
認
め
る
の
な
ら
ば
、
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A
の
自
殺
に
よ
る
Y1
社
の
免
責
を
問
題
と
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
原
審
判
決
お
よ
び
本
判
決
か
ら
は
、
訴
訟
当
事
者
で
自

殺
免
責
事
由
を
主
張
し
て
い
る
事
実
は
読
み
取
れ
な
い
。
本
件
約
款

規
定
に
責
任
開
始
日
を
含
め
て
三
年
以
内
の
被
保
険
者
の
自
殺
免
責

が
定
め
ら
れ
て
い
れ
ば
、
少
な
く
と
も
Y2
社
の
本
件
契
約
２
の
契
約

日
は
平
成
一
四
年
四
月
一
日
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
か
ら
本
契

約
２
に
よ
る
Y2
社
の
責
任
開
始
日
は
不
明
で
あ
る
と
し
て
も
、
A
の

死
亡
は
平
成
一
六
年
九
月
一
一
日
で
あ
る
の
で
、
自
殺
免
責
条
項
が

適
用
さ
れ
る
余
地
も
十
分
に
あ
り
得
る
。
そ
の
と
き
、
本
件
心
中
に

お
い
て
B
男
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
し
て
も
、
本
件

心
中
は
親
子
三
人
の
「
総
意
」
で
あ
る
か
ら
、
A
の
死
亡
は
「
自
殺
」

に
当
た
り
、
Y2
社
は
保
険
金
支
払
義
務
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

３
　
一
家
心
中
の
事
案
と
保
険
金
受
取
人
変
更
の
対
抗
要
件
の
要
否

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
件
手
紙
か
ら
は
、
A
の
保
険
金
受
取
人
変

更
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
本
判
決
は
、
本

件
心
中
の
場
合
に
は
保
険
金
受
取
人
変
更
の
対
抗
要
件
と
し
て
の
通

知
は
不
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
い
て
い
る
。
仮
に
本
件
で
保
険

金
受
取
人
変
更
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
問
題

と
な
る
の
で
、
検
討
し
て
お
く
。

本
件
契
約
に
お
い
て
は
、
保
険
契
約
者
A
は
被
保
険
者
で
も
あ
り

か
つ
B
男
が
死
亡
保
険
金
受
取
人
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

本
件
契
約
は
他
人
の
た
め
に
す
る
自
己
の
生
命
の
保
険
契
約
で
あ
る
。

他
人
の
た
め
に
す
る
生
命
保
険
契
約
に
お
い
て
は
、
保
険
契
約
申

込
時
に
あ
ら
か
じ
め
保
険
契
約
者
が
保
険
金
受
取
人
の
変
更
権
を
放

棄
し
な
い
限
り
、
保
険
契
約
者
は
変
更
権
を
行
使
し
得
る
（
商
法
六

七
五
条
一
項
但
書
）。
約
款
に
お
い
て
は
、
保
険
契
約
者
の
変
更
権

が
一
般
に
留
保
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、「
保
険
契
約
者
は
、
被

保
険
者
の
同
意
を
得
て
、
死
亡
保
険
金
受
取
人
を
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。」
等
と
定
め
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
生
命
保
険
契

約
は
長
期
に
わ
た
る
の
が
一
般
で
あ
る
た
め
、
契
約
締
結
当
初
か
ら

の
諸
事
情
の
変
化
に
よ
り
、
保
険
契
約
者
が
保
険
金
受
取
人
を
変
更

し
た
い
と
欲
す
る
よ
う
な
場
合
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
（
７
）

。

保
険
金
受
取
人
変
更
権
の
法
的
性
質
（
８
）

に
つ
い
て
は
、
保
険
金
受
取

人
が
保
険
金
を
取
得
し
得
る
の
は
、
そ
れ
が
保
険
契
約
者
の
保
険
料

支
払
い
の
対
価
で
あ
っ
て
、
将
来
保
険
金
を
受
け
取
る
べ
き
保
険
金

受
取
人
の
地
位
は
保
険
契
約
者
か
ら
の
恩
恵
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
（
９
）

、

し
た
が
っ
て
、
保
険
者
も
保
険
契
約
者
が
新
し
く
保
険
金
受
取
人
に

指
定
変
更
し
た
結
果
を
尊
重
す
る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、

保
険
金
受
取
人
変
更
権
は
相
手
方
の
な
い
一
方
的
意
思
表
示
（
形
成

権
）
と
考
え
ら
れ
る
（
10
）

。
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こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
保
険
者
も
誰
が
保
険
金
受
取
人
か
に

つ
い
て
は
実
務
上
利
害
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
利
害
に
対
す
る
手

当
と
し
て
保
険
金
受
取
人
の
変
更
に
つ
き
保
険
者
に
承
諾
権
等
を
与

え
る
と
い
う
関
与
ま
で
認
め
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
り
、
保
険
者
の

利
害
に
つ
い
て
は
対
抗
要
件
と
い
う
手
当
を
講
じ
る
べ
き
も
の
で
あ

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
件
契
約
の
内
容
を
定
め
る
各
約
款
は
、「（
保
険
金

受
取
人
の
）
変
更
は
、
保
険
証
券
に
表
示
を
受
け
て
か
ら
で
な
け
れ

ば
、
会
社
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。」、「（
保
険
金
受
取
人

を
）
変
更
し
た
と
き
は
、
保
険
契
約
者
は
そ
の
旨
を
会
社
に
通
知
し

て
保
険
証
券
に
裏
書
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
ま
す
。」（
以
下
本
件
約

款
規
定
と
い
う
）
と
規
定
さ
れ
、
本
判
決
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
保

険
者
に
対
す
る
対
抗
要
件
が
商
法
六
七
七
条
一
項
の
規
定
に
よ
る
通

知
よ
り
も
「
加
重
」
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
右
の
よ
う
な
本
件
約
款
規
定
は
、
商
法
六
七
七
条
一
項

の
規
定
に
照
ら
し
無
効
で
は
な
い
か
が
問
題
と
な
る
（
11
）

。

商
法
六
七
七
条
一
項
の
趣
旨
（
12
）

は
、
変
更
権
の
法
的
性
質
が
保
険
者

等
の
相
手
方
の
な
い
一
方
的
意
思
表
示
（
形
成
権
）
で
あ
る
か
ら
、

変
更
行
為
の
効
力
が
発
生
す
る
た
め
に
は
保
険
者
へ
の
そ
の
意
思
表

示
の
到
達
お
よ
び
保
険
者
の
承
諾
は
不
要
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
保
険
者
が
そ
の
変
更
権
行
使
の
事
実
を
知
ら
な
い
ま
ま
保
険
金

を
支
払
う
虞
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
保
険
者
の
保
険
金
の
二
重
払

い
の
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
に
あ
る
（
13
）

。
し
た
が
っ
て
、
第
一
に
、

対
抗
要
件
が
充
足
さ
れ
る
ま
で
は
、
保
険
者
が
旧
保
険
金
受
取
人
に

保
険
金
を
支
払
っ
て
も
免
責
さ
れ
る
（
14
）

。
第
二
に
、
保
険
金
受
取
人

変
更
の
効
力
発
生
要
件
と
し
て
、
保
険
者
の
関
与
は
排
除
さ
れ
る
。

本
件
約
款
規
定
に
は
、
対
抗
要
件
と
し
て
通
知
の
他
、
保
険
証
券

へ
の
表
示
・
裏
書
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
15
）

が
、
こ
れ
ら
は
、
被
保
険
者

の
死
後
に
保
険
金
の
受
け
取
り
を
め
ぐ
る
紛
争
が
生
じ
や
す
い
の
で

権
利
者
の
判
定
の
た
め
に
明
確
な
基
準
を
備
え
る
必
要
が
あ
り
、
ま

た
保
険
会
社
の
大
量
的
事
務
の
迅
速
確
実
な
処
理
の
必
要
を
充
た
す

の
に
合
理
的
な
条
項
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
変
更
の
効
力
発

生
要
件
で
は
な
い
か
ら
、
本
件
約
款
規
定
は
有
効
と
解
さ
れ
（
16
）

る
（
17
）

。
こ

の
よ
う
に
、
本
件
約
款
規
定
は
商
法
六
七
七
条
一
項
の
規
定
を
よ
り

具
体
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
本
判
決
も
保
険
契

約
者
が
通
知
を
す
る
趣
旨
は
保
険
者
の
保
険
金
の
二
重
払
い
の
危
険

を
回
避
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
本
判
決
は
、
本
件
の
一
家
心
中
と
い
う
事
件
の
特
殊
異

例
な
点
を
強
調
し
、
一
家
心
中
を
行
う
こ
と
に
つ
き
、
そ
の
「
企
図

を
周
囲
に
覚
ら
れ
な
い
よ
う
に
、ひ
た
す
ら
隠
密
に
行
動
し
て
い
た
」

こ
と
お
よ
び
A
お
よ
び
B
夫
婦
が
通
知
が
保
険
金
受
取
人
変
更
の
保
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険
者
へ
の
対
抗
要
件
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
理
解
し
て
い
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
を
認
め
、
Y1
社
ら
に
変
更
の
「
通
知
を
す
る
こ
と

を
求
め
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
お
よ
そ
期
待
可
能
性
が
な
い
こ
と

を
強
い
る
」
こ
と
に
な
り
、「
本
件
の
場
合
に
お
い
て
は
、
…
…
、

二
重
払
い
の
危
険
性
を
生
じ
る
な
ど
と
い
う
弊
害
は
実
際
に
は
お
よ

そ
想
定
し
難
い
」
と
述
べ
て
、
X
に
は
本
件
契
約
の
各
約
款
が
定
め

る
対
抗
要
件
が
具
備
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
X
に
保
険
金
を
支
払
え
な

い
と
い
う
Y1
社
ら
の
主
張
を
退
け
て
い
る
。

こ
の
件

く
だ
り

は
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
本
判
決
は
、
家
族
が

一
家
心
中
の
企
図
と
周
囲
に
覚
ら
れ
な
い
よ
う
に
隠
密
に
行
動
し
て

い
た
こ
と
お
よ
び
通
知
を
し
な
け
れ
ば
保
険
金
受
取
人
変
更
を
Y1
社

ら
に
対
抗
で
き
な
い
こ
と
を
認
識
し
理
解
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
と
い
う
二
点
を
挙
げ
て
、
本
件
約
款
規
定
の
対
抗
要
件
手

続
を
履
践
す
べ
き
こ
と
は
期
待
可
能
性
が
な
い
こ
と
を
強
い
る
と
い

う
。
す
な
わ
ち
本
判
決
は
、
保
険
契
約
者
側
の
主
観
的
事
情
を
も
っ

て
保
険
金
受
取
人
変
更
に
つ
き
商
法
六
七
七
条
一
項
の
規
定
の
不
適

用
の
場
面
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
必
ず
し
も
す
べ
て
の

心
中
事
案
に
お
い
て
、
一
家
心
中
を
決
意
し
敢
行
す
る
企
図
を
周
囲

に
隠
し
覚
ら
れ
な
い
よ
う
に
行
動
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
家
庭
内
で

問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
周
囲
に
す
で
に
知
ら
れ
、
問
題
行
動
を

周
囲
に
示
し
て
、
一
家
心
中
を
敢
行
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
事
案
で
は
、
本
判
決
に
よ
れ
ば
、
商
法
六
七
七
条
一
項
の
規
定
を

適
用
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
万
一
商
法
六
七
七
条
一
項
の
適
用
を
制

限
す
る
余
地
を
認
め
る
の
な
ら
、
通
知
を
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
よ
う

な
保
険
契
約
者
側
の
客
観
的
事
情
、
た
と
え
ば
、
地
震
な
ど
の
災
害

に
よ
り
通
信
網
・
交
通
網
が
長
期
間
寸
断
さ
れ
た
場
合
の
よ
う
に
通

知
を
す
る
期
待
可
能
性
が
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

次
に
、
本
判
決
は
、「
本
件
の
場
合
に
お
い
て
は
、
…
…
、
二
重
払

い
の
危
険
性
を
生
じ
る
な
ど
と
い
う
弊
害
は
実
際
に
は
お
よ
そ
想
定

し
難
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
そ
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
し

か
し
本
件
手
紙
を
作
成
す
る
前
に
、
A
が
第
三
者
D
に
す
で
に
保
険

金
受
取
人
変
更
を
行
っ
て
い
た
場
合
に
、
は
た
し
て
本
判
決
の
よ
う

に
い
え
る
か
は
疑
わ
し
い
。
本
件
で
は
、
X
だ
け
が
保
険
金
を
請
求

し
た
が
、
か
り
に
本
件
心
中
事
案
に
お
い
て
対
抗
要
件
が
不
要
で
あ

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
第
三
者
D
が
判
決
後
に
Y1
社
ら
に
保
険
金
を
請

求
し
た
場
合
、
Y1
社
ら
は
保
険
金
を
二
重
払
い
す
る
こ
と
に
な
ら
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
本
件
心
中
事
案
に
お
い
て
、
X
の
他
に

第
三
者
D
が
保
険
金
を
請
求
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
本
件
心
中
事
案
の
場
合
に
常
に
保
険
金
の
二
重
払
い
の
危
険
が

生
じ
る
と
い
う
弊
害
が
想
定
し
難
い
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
本
判
決
に
は
相
当
問
題
点
が
あ
る
と
考
え
ら
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れ
る
。

４
　
結
論

以
上
か
ら
、
本
判
決
に
反
対
す
る
。

（
１
）

本
件
手
紙
か
ら
死
因
贈
与
契
約
の
意
思
表
示
を
認
め
る
場
合
、

正
確
に
は
、
そ
れ
は
残
債
務
の
支
払
お
よ
び
永
代
供
養
料
の
支
払
を

依
頼
し
て
い
る
の
で
、
負
担
付
死
因
贈
与
契
約
で
あ
ろ
う
。

（
２
）

大
塚
英
明
「
判
解
」
生
命
保
険
判
例
百
選
〔
増
補
版
〕
二
一

六
頁
〜
二
一
七
頁
（
一
九
八
八
年
）。

（
３
）

本
判
決
は
、
一
家
心
中
に
つ
い
て
の
家
族
構
成
員
の
「
総
意
」

が
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
本
件
手
紙
に
認
め
ら
れ
る
意
思
表
示
を
そ

れ
に
即
し
て
認
定
し
て
い
る
が
、
仮
に
A
が
未
成
年
者
で
あ
っ
て
、

B
男
が
子
ど
も
保
険
ま
た
は
学
資
保
険
等
に
つ
い
て
の
保
険
契
約
者

兼
死
亡
保
険
金
受
取
人
で
あ
る
と
き
、
A
が
被
保
険
者
に
な
る
か
ら
、

本
件
の
よ
う
に
一
家
心
中
す
る
場
合
で
も
は
た
し
て
A
の
同
意
が
あ

っ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
（
例
え
ば
、
法
制
審
議
会
保
険
法
部
会
「
保

険
法
の
見
直
し
に
関
す
る
中
間
試
案
」
一
八
頁
（
二
〇
〇
七
年
）、

法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
「
保
険
法
の
見
直
し
に
関
す
る
中
間
試
案

の
補
足
説
明
」
七
〇
頁
以
下
（
二
〇
〇
七
年
）、
洲
崎
博
史
「
保
険

契
約
法
の
現
代
化
」
保
険
学
雑
誌
五
九
九
号
七
三
頁
〜
七
五
頁
（
二

〇
〇
八
年
）
参
照
）、
つ
ま
り
「
総
意
」
を
強
調
す
る
こ
と
の
合
理

性
に
つ
い
て
は
や
や
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
契

約
は
自
己
の
生
命
の
保
険
契
約
で
あ
る
か
ら
、
保
険
契
約
者
A
が
行

う
死
亡
保
険
金
受
取
人
変
更
に
際
し
て
は
、
被
保
険
者
A
の
同
意
は

問
題
と
な
ら
な
い
が
、
か
り
に
本
件
と
同
じ
よ
う
な
一
家
心
中
の
事

案
で
あ
っ
て
も
、
保
険
契
約
者
が
B
男
で
あ
る
と
き
は
、
A
を
被
保

険
者
に
指
定
し
て
い
る
子
ど
も
保
険
ま
た
は
学
資
保
険
等
が
締
結
さ

れ
て
い
た
場
合
、
被
保
険
者
A
の
同
意
（
商
法
六
七
四
条
一
項
）
は

必
要
で
あ
り
そ
の
点
で
議
論
の
余
地
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

（
４
）

平
成
一
六
年
八
月
二
四
日
付
け
の
本
件
手
紙
か
ら
、
A
の
保

険
金
受
取
人
変
更
の
意
思
表
示
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
前
提
と
す

る
と
、
同
年
九
月
一
〇
日
に
B
男
が
死
亡
す
る
直
前
ま
で
は
な
お
B

男
が
保
険
金
受
取
人
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
５
）

Y2
社
の
本
件
契
約
の
内
容
を
定
め
る
約
款
一
条
に
は
「
故
殺
」

免
責
に
該
当
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
６
）

大
澤
康
孝
「
判
解
」
生
命
保
険
判
例
選
〔
増
補
版
〕
一
五
二

頁
〜
一
五
三
頁
（
一
九
八
八
年
）。

（
７
）

日
本
生
命
保
険
生
命
保
険
研
究
会
編
著
『
生
命
保
険
の
法
務

と
実
務
』
二
二
八
頁
（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
）、

山
下
友
信
『
保
険
法
』
四
九
五
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
８
）

第
一
六
九
回
国
会
閣
法
第
六
五
号
と
し
て
内
閣
か
ら
提
出
さ

れ
て
い
る
保
険
法
改
正
案
で
は
、
生
命
保
険
契
約
の
保
険
金
受
取
人

変
更
に
つ
い
て
の
規
定
が
次
の
と
お
り
整
備
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

同
法
案
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
五
月
三
〇
日
に
成
立
し
た
。

「（
保
険
金
受
取
人
の
変
更
）
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第
四
十
三
条
　
保
険
契
約
者
は
、
保
険
事
故
が
発
生
す
る
ま

で
は
、
保
険
金
受
取
人
の
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
保
険
金
受
取
人
の
変
更
は
、
保
険
者
に
対
す
る
意
思
表

示
に
よ
っ
て
す
る
。

３
　
前
項
の
意
思
表
示
は
、
そ
の
通
知
が
保
険
者
に
到
達
し

た
と
き
は
、
当
該
通
知
を
発
し
た
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
そ
の

効
力
を
生
ず
る
。
た
だ
し
、
そ
の
到
達
前
に
行
わ
れ
た
保
険

給
付
の
効
力
を
妨
げ
な
い
。

（
遺
言
に
よ
る
保
険
金
受
取
人
の
変
更
）

第
四
十
四
条
　
保
険
金
受
取
人
の
変
更
は
、
遺
言
に
よ
っ
て

も
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
遺
言
に
よ
る
保
険
金
受
取
人
の
変
更
は
、
そ
の
遺
言
が

効
力
を
生
じ
た
後
、
保
険
契
約
者
の
相
続
人
が
そ
の
旨
を
保

険
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
も
っ
て
保
険
者
に
対
抗

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

（
９
）

西
嶋
梅
治
『
保
険
法
〔
三
版
〕』
三
三
三
頁
（
悠
々
社
、
一
九

九
八
年
）。

（
10
）

最
一
小
判
昭
和
六
二
年
一
〇
月
二
九
日
民
集
四
一
巻
七
号
一

五
二
七
頁
は
、「
商
法
六
七
五
条
な
い
し
六
七
七
条
の
規
定
の
趣
旨

に
照
ら
す
と
、
保
険
契
約
者
が
保
険
金
受
取
人
を
変
更
す
る
権
利
を

留
保
し
た
場
合
（
同
法
六
七
五
条
一
項
但
書
）
に
お
い
て
、
保
険
契

約
者
が
す
る
保
険
金
受
取
人
を
変
更
す
る
旨
の
意
思
表
示
は
、
保
険

契
約
者
の
一
方
的
意
思
表
示
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
意
思
表
示
の
相
手
方
は
必
ず
し
も
保
険
者
で
あ
る
こ

と
を
要
せ
ず
、
新
旧
保
険
金
受
取
人
の
い
ず
れ
に
対
し
て
し
て
も
よ

く
、
こ
の
場
合
に
は
、
保
険
者
へ
の
通
知
を
必
要
と
せ
ず
、
右
意
思

表
示
に
よ
っ
て
直
ち
に
保
険
金
受
取
人
変
更
の
効
力
が
生
ず
る
も

の
」
と
述
べ
る
。

（
11
）

あ
る
約
款
規
定
上
対
抗
要
件
の
形
式
を
と
っ
て
も
商
法
六
七

七
条
の
規
定
よ
り
も
加
重
さ
れ
た
方
式
に
合
理
性
が
な
け
れ
ば
、
そ

の
約
款
規
定
は
消
費
者
契
約
法
一
〇
条
の
規
定
に
抵
触
し
無
効
に
な

り
得
る
可
能
性
が
大
き
く
な
る
。

（
12
）

保
険
実
務
に
お
い
て
は
、
保
険
会
社
は
、
保
険
金
受
取
人
変

更
請
求
書
の
提
出
に
よ
り
、
被
保
険
者
が
保
険
金
受
取
人
変
更
に
同

意
し
て
い
る
か
、
被
保
険
者
と
無
関
係
な
者
が
保
険
金
受
取
人
に
変

更
さ
れ
る
な
ど
の
モ
ラ
ル
リ
ス
ク
的
な
要
素
が
な
い
か
も
、
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
生
命
保
険
生
命
保
険
研
究

会
編
著
・
前
掲
注（
７
）二
三
四
頁
。

（
13
）

商
法
六
七
七
条
一
項
の
規
定
は
、
民
法
の
債
権
譲
渡
に
関
す

る
規
定
を
保
険
法
的
に
技
術
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
民
事
法
判
例
研

究
会
『
判
例
民
事
法
（
20
）
昭
和
一
五
年
度
』
五
二
六
頁
〔
石
井
照

久
〕（
有
斐
閣
、
復
刊
、
一
九
五
四
年
）、
青
谷
和
夫
『
改
訂
保
険
契

約
法
論
Ⅰ
（
生
命
保
険
）』
三
五
五
頁
注（
１
）（
千
倉
書
房
、
再
版
、

一
九
七
四
年
）。

（
14
）

最
一
小
判
昭
和
六
二
年
一
〇
月
二
九
日
民
集
四
一
巻
七
号
一

五
二
七
頁
。
西
嶋
・
前
掲
注（
９
）三
三
三
頁
。
東
京
高
判
昭
和
四
七
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年
七
月
二
八
日
下
級
裁
判
所
民
事
裁
判
例
集
二
三
巻
五
〜
八
号
四
〇

三
頁
。

（
15
）

承
認
裏
書
を
要
求
す
る
約
款
規
定
を
保
険
金
受
取
人
変
更
行

為
の
効
力
発
生
要
件
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
と
す
る
見
解
（
野
津
務

「
判
批
」
民
商
法
雑
誌
八
巻
六
号
一
一
五
七
頁
（
一
九
三
八
年
））
も

あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、
保
険
契
約
者
の
変
更

行
為
の
効
力
発
生
如
何
が
保
険
者
の
承
諾
の
有
無
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
結
果
（
東
京
高
判
昭
和
四
七
年
七
月
二
八
日
下
民
集
二
三

巻
五
〜
八
号
四
〇
三
頁
は
「
約
款
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
承
認
の

裏
書
を
指
定
変
更
の
効
力
発
生
要
件
と
解
す
る
と
す
れ
ば
、
保
険
者

を
し
て
不
当
に
保
険
契
約
者
の
留
保
し
た
指
定
、
変
更
権
に
干
渉
せ

し
め
る
こ
と
と
な
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
批
判
す
る
）、

保
険
金
受
取
人
変
更
権
の
法
的
性
質
に
矛
盾
す
る
の
で
、
約
款
規
定

は
無
効
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
山
下
友
信
「
判
解
」
生
命
保
険

判
例
百
選
〔
増
補
版
〕
四
一
頁
（
一
九
八
八
年
）。

（
16
）

西
嶋
・
前
掲
注（
９
）三
三
三
頁
。
山
下
（
友
）・
前
掲
注（
15
）

四
一
頁
。
東
京
地
判
昭
和
四
五
年
三
月
一
二
日
判
時
六
〇
一
号
九
一

頁

（
17
）

日
本
生
命
保
険
生
命
保
険
研
究
会
編
著
・
前
掲
注（
７
）二
三

四
頁
に
よ
れ
ば
、
保
険
会
社
が
本
件
約
款
規
定
の
よ
う
に
対
抗
要
件

を
商
法
上
の
通
知
よ
り
も
加
重
し
て
定
め
て
い
る
趣
旨
は
、
大
量
事

務
処
理
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
他
、「
保
険
契
約
者
に
保
険
金
受

取
人
が
誰
に
な
っ
て
い
る
か
の
確
認
を
促
す
た
め
」
で
あ
る
と
い
う
。

（
二
〇
〇
八
〔
平
成
二
〇
〕
年
五
月
三
一
日
稿
）

肥
塚
　
肇
雄

（
附
記
）
本
稿
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
四
月
二
六
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
商
法
研
究
会
に
お
け
る
報
告
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
五
月
一
六
日
（
金
）
に
開
催
の
平

成
二
〇
年
度
第
一
回
保
険
事
例
研
究
会
（
大
阪
）
に
お
い
て
、
本
判

決
関
係
資
料
、
山
下
典
孝
大
阪
大
学
准
教
授
に
よ
る
本
判
決
に
つ
い

て
の
判
例
研
究
報
告
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
に
接
し
た
。

脱
稿
後
、
右
研
究
会
報
告
を
ま
と
め
た
山
下
典
孝
「
本
件
批
判
」

保
険
事
例
研
究
会
レ
ポ
ー
ト
二
二
四
号
一
三
頁
以
下（
二
〇
〇
八
年
）

に
触
れ
た
。
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